
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第７回 和光市立地適正化計画策定委員会 本日の検討内容 

資 料 １ 

第７回策定委員会 （１１/１４）  ～ 本日のポイント ～ 
 
次第２．検討結果等の報告 

（１）前回のご意見への対応について 【資料２】 【参考資料２】 

 
 

 

次第３．本日の議題 

（１）評価指標の設定について 【資料３】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）計画書時点案について 【資料４】 

 
 

【本計画における評価指標の設定に当たっての考え方】 

◇国における評価指標を設定する際の要件などを踏まえて、「都市機能誘導」、「居住誘導」、「公共交通
ネットワーク」、「防災」の４つの視点に基づき、「定量的な目標値」の案を２つずつ設定しています。 

◇また、「目標値の達成により期待される効果」を定量的に確認する指標の案を２つ設定しています。 

◇なお、大沢委員長からの事前のご助言も踏まえ、数多くの指標の設定はしないとともに、策定後にお
ける進捗確認の際、新たな調査を極力必要とせずに、既存の調査等で数値が算出できるよう、運用
のしやすさも考慮しています。 

 

各委員の皆さまに確認いただきたい点 

 ①評価指標の設定内容にについて 

⇒上記の考え方を踏まえ、評価指標を設定しています。 

⇒本計画の進捗を確認する上での、評価項目や目標値の妥当性について、ご意見・ご所感
をお願いします。 

⇒また、ほかにふさわしい評価項目などがございましたら、ご教示をお願いします。 

◇これまでの第１～６回の策定委員会の検討内容や、別途実施している、作業部会（これまでに６回
実施）の検討を踏まえ、計画書の形式により、時点案として整理を行いました 

各委員の皆さまに確認いただきたい点 

 ①計画書の記載内容について 

⇒全体を通して内容確認いただき、修正点などについてご意見をお願いします。 

⇒なお、今後のスケジュールとしては、以下の内容を予定しており、パブリックコメントで示す
案の取りまとめ作業を進めていきます。 

 ※今後のスケジュール 

◇１２月上旬～下旬 ：パブリックコメントによる計画案に対する意見募集 

⇒期間中、市役所と和光市図書館下新倉分館の２箇所にパネルを設置し、
計画内容の周知を行います。また、期間のうち２日間は、オープンハウ
ス形式の説明会を開催し、市民の皆さまより直接、ご意見・ご質問をお
聞きし、回答する場を設けます。 

◇１２月下旬 ：都市計画審議会 

≪和光市立地適正化計画 目次構成案≫ 

第１章 立地適正化計画の概要 

 策定の背景・目的／計画の位置付け／計
画区域／計画期間／計画全体の構成 

第２章 市の現況と都市構造上の課題 

 現況・将来見通し／課題 

第３章 立地適正化計画で目指す将来の姿 

 立地適正化計画におけるまちづくりの
方針／都市の骨格構造 

第４章 都市機能誘導区域・誘導施設 

 都市機能誘導区域／誘導施設 

第５章 居住誘導区域 

 居住誘導区域 

第６章 防災指針 

 防災指針とは／災害ハザード情報の収
集・整理／災害リスクの高い地域等の抽
出／地域ごとの防災上の課題／防災まち
づくりの取組方針／具体的な取組施策・
スケジュール 

第７章 誘導施策 

 居住誘導に係る施策／都市機能誘導に
係る施策／公共交通に係る施策 

第８章 評価指標と進行管理 

 評価指標の設定／届出制度／ 
進行管理 

巻末資料 

 策定過程／市民参加／本計画に 
関連した制度・計画／用語解説 

※目次構成は現時点案であり、今後変更の可能性があります 

第１回策定委員会 （R4.8.19） 

＜主な内容＞立地適正化計画の概要、 
現況 

第２回策定委員会 （R4.11.16） 

＜主な内容＞都市構造上の課題、 
立地適正化計画で目指す 
将来の姿 

第３回策定委員会 （R5.1.30） 

＜主な内容＞立地適正化計画で目指す 
将来の姿(都市の骨格構造) 

第５回策定委員会 （R5.６.６） 

＜主な内容＞都市機能誘導区域、誘導
施設、居住誘導区域、 
防災指針 

≪各回の検討内容≫ 

第８回策定委員会 （R６年２月下旬） 

＜主な内容＞計画書（最終案） 

第４回策定委員会 （R5.3.28） 

＜主な内容＞都市機能誘導区域、誘導
施設、居住誘導区域 

第６回策定委員会 （R5.８.３１） 

＜主な内容＞防災指針、誘導施策 

◇前回において、防災指針、誘導施策に対するご意見をいただきました。 

◇委員会後の庁内調整も踏まえた、計画書への反映状況などについてご報告します。 


